
北海道建築士会青年委員会事業報告書 

報告件名 第4回 青年委員会 

報 告 者 針ヶ谷拓己 

開催日時 平成24年 12月 15日 14:00～17:10 

開催場所 事務局会議室（札幌市中央区大通西5丁目 大五ビル6階） 

出 席 者 針ヶ谷､前田､斎藤､山田､土田､工藤､松本､北野､伊井､吉木副会長､浦上､岡本 

報  告  内  容 

 

１．平成25年度事業計画・予算について（針ヶ谷）【14：00～14：30】 

（１）事業方針（24年・25年） 

「建築士会活動の推進、アピール・・・。そして建築士（会）のブランド力アップ」 

“地域社会や生活者”“建築士”“会員”から、「いいね」と感じていただけるよう、 

“地域貢献”“スキルアップ”“仲間づくり”という基本活動の拡充を促していくとともに、その活動を広く社

会へアピールすることにより、建築士（会）のブランド力アップに貢献する。 

（２）平成25年度事業計画・予算 

事業内容は昨年同様であるが、予算については今年の9･2％削減となる 

詳細は別紙による 

 

２．全道青年委員会連絡会議について（松本）【14：30～15：10】 

  ○担当  ◎松本、前田、斎藤、伊井 

  ○日時  平成24年 3月 23日（土）14：30～18：00 

  ○場所  かでる2.7 520研修室（懇親会：未定） 

  ○内容  ①挨拶②平成24年度事業及び決算報告④平成25年度事業計画及び予算案説明⑤平成24年全道大

会（函館・桧山大会）報告⑥青年建築士の集い新ひだか開催案内⑦平成25年全道大会（恵庭大

会）案内⑧研修会⑨アンケート記入⑩総評 

  ○研修会 ・構造セミナーを行う。新省エネ基準などについては資料配付を予定 

・セミナーについては一般参加も検討 

  ○役割分担 企画責任者（松本）、総合司会（伊井）、受付（事務局＋委員）、会計（事務局） 

        懇親会企画（前田、斎藤）、懇親会司会（未定）、撮影係（工藤） 

  ○スケジュール 

・講師打合せ（1/末） 

・企画書作成（次回委員会まで）（松本） 

・CPD申請（2/20）（松本） 

・メンバーカルテの取りまとめ（斎藤） 

・開催案内（2/下）（針ヶ谷） 

・連絡会議資料作成（3/15）（針ヶ谷） 

 

３．青年建築士の集いについて（針ヶ谷）【15：10～15：20】 

  ○担当  ◎森、斎藤、鴋澤、工藤 

  ○日時  平成25年 5月中旬（5月下旬は運動会と重なりそうなので5/18が良い） 

  ○場所  新ひだか町 

  ○内容  未定 

  ○スケジュール 

       ・企画案作成（次回委員会まで） 

・日程及び会場の決定（次回委員会まで） 

       ・案内送付（4/中旬） 

 



 

４．全道大会（恵庭大会テーマ「庭屋一如」）について【15：30～15：50】 

（１）青年サミット 

○担当  ◎南雲、前田、松本、針ヶ谷 

○日時  平成25年 9月20日（金） 

○場所  恵庭市黄金ふれあいセンター 

○内容  まちなみと建物との関わりをテーマに、「まちなかアンケート」を行う。その結果 

を基に、後半はワークショップを行う。 

○スケジュール 

     ・テーマ、主旨文の検討（次回委員会まで） 

・テーマ、主旨文の決定（3月） 

（２）分科会 

  ○担当  ◎工藤、南雲、山田、北野、伊井 

  ○日時  平成25年 9月 21日（土） 

  ○場所  恵庭市市民会館２階「大会議室」 

  ○内容  未定 

  ○スケジュール 

     ・テーマ、主旨文の検討（次回委員会） 

・テーマ、主旨文の決定（3月） 

 

５．その他【15：50～17：10】 

（１）建築士の日イベント 

  ○担当  ◎針ヶ谷、松本、土田、斎藤、前田 

  ○日時  平成25年 6月 29・30日（土・日） 

  ○場所  札幌駅前通地下歩行空間 

  ○内容  建築士のお仕事体験、建築士会活動パネル展示 

（２）ホームページ（ＨＰ）及びメーリングリスト（ＭＬ）の運営方法について 

  ○ホームページについて 

   ・ＨＰの更新担当者 ◎岡本（各報告書・活動報告シート等のアップロード） 

・ＨＰリニューアル後の問題など 

 ①タイトルの修正 

  本部の活動報告、ブロック協議会事業報告、各支部活動報告とする 

 ②本部の活動報告について 

  本部事業・イベント報告のタグを初期表示する 

③青年委員プロフィールの修正 

  トップにて氏名や職域などの一覧を表示せず、簡素化表示とする 

 ④カレンダーについて 

  タイトルを「青年カレンダー」とし、青年独自のカレンダーとする。青年委員がPW等でカレンダーの

書き込みができるようにし、ブロック協議会や青年事業の日程を掲載する 

 



 

○メーリングリストについて 

・各事業担当者（◎印委員）は、事業終了後、速やかに報告書をＭＬにアップロードする 

   ・各事業の案内などは、各ブロック長より各支部への周知を行うこと 

  ○ＷＥＢ会議の可能性について 

    委員会の回数が減少したため、ＷＥＢ会議の導入も検討する。ＷＥＢカメラなどの備品購入も予想され

る 

（３）メンバーカルテ 

  ○担当  ◎斎藤、各ブロック長 

  ○締切  12月末（集約状況確認） 

  ○配付  次回、全道青年委員会連絡会議にて配付を予定 

（出力するか、委員長へのＣＤ配付とするか） 

  ○内容  支部の垣根を越えた人的交流の促進を目的とし、各支部青年単位でメンバープロフィールを作成

した後、各ブロックにて取りまとめ、本部青年委員会にて集約する。 

（４）連合会青年委員会からの連絡事項 

  ○全国大会報告（建築士フォーラム、セッション） 

  ○全国青年委員長会議（3/9･10） 

   北海道から２名参加を予定（交通費補助あり） 

  ○次回全国大会（島根）（10/18･19） 

（５）「北海道建築士」の原稿について 

   平成25年から青年委員会は委員会報告がなくなる。青年・女性の窓のみ寄稿。 

来年も今年同様、みなさんに原稿を依頼する予定 

（６）ウインターサーカスの作品募集案内（土田） 

 

 

 


